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This paper aims at the historical analysis on the situation of the education in Yaeyama area in Okinawa
under the governance of the military administration by the United States. Especially, this research takes
notice of the cultural campaign by the Yaeyama Education Society (Yaeyama-Kyoiku-Kai) and the inaugura-
tion of the first "Petalozzi Festival" by the teachers in this district.
Pestalozzi Festival commemorate Johann Heinrich Pestalozzi(1746-1827), a Swiss educational theoretician
and practitioner.   He never came into Japan, and Okinawa, but many educators in Japan commemorate him
and success his thought.  In Yaeyama area this festival started in 1949, and it has been continuing for more
than 50 years without the interruption.  The case of this festival is never seen in another area in Japan.
After the battle in Okinawa was finished in 1945, the military government started the adopted the policies
in Okinawa in the different way of the one in mainland Japan. In Yaeyama, the original "Yaeyama
Education Act" was in force, and the school organization was 8-4 system by 1949. Yaeyama Education Society
established in 1948, and the first festival is in 1949. This research attempt to make the situation of the socie-
ty and of the first festival be clear.



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































20 Mead, Arthur,著 平良文太郎訳（1948）「教育に関するメ
ッセージ」、『新世代』第一巻第二号、p.5。ただし『新世
代』に掲載された「教育に関するメッセージ」のタイト
ルは原文にはない。平良文太郎が訳出の際に、読者の便
宜をはかってつけたものと思われる。
なお、この中でミードは琉球における新教育について
次のように整理している。
琉球における新教育は次に基礎を置く。
a.自己表現、相応な家庭生活、行動と思想と言論の保
障と安全に対する住民の要求
b.世界の全ての国の人々に対する愛と理解を持つ基本
的な政策
c.琉球人が平和を意図し、考えているということを世
界に対して実証すること
d.思想の独自性、新制度の発展、拡大、そして幸福と
標準的な発達をもたらす科学、教育、信念、社会活
動を先導するような国内政策
（『新世代』第一巻第二号、p.5より掲載）
21新世代編集部（1949）「解説　新学制　六三三制度の輪郭」
『新世代』第一巻第二号。ページ表記は印刷不鮮明のため
判読不可能。
22前掲『記念誌』pp.110-120。
23 前傾『記念誌』、pp.8-9。この中にある『八重山教育』と
同会が発刊した『新世代』の関係がどのようなものであ
るかについては、まだ明らかになっていない。今後の課
題としたい。
24阿波根（1997）前掲論文、pp.209-210。
25 宮里英詳（1979）「ペスタロッチ祭の思い出」前掲、『記
念誌』、p.125。
26前掲、『記念誌』p.117。
27 1949（昭和24）年に選出された、会長、副会長、各部長、
常務幹事以外の役員については、前掲『記念誌』に掲載
されているものと推測されるが、筆者の入手した資料で
は該当ページが欠けているため、具体的な名簿を入手す
るには至っていない。
28『自由民報』第六十六号1949年2月21日
29前掲『記念誌』pp.15-16。
30同上、p.15。
31『自由民報　第六十五号』1949年2月17日
32『婦人新聞第27号』1949年2月20日
33 入伊泊清光（1951=1979）「教育に対する私の考え方」前
掲、『記念誌』、pp.48-49。『新世代』第7号（1951年1月）
掲載されたものの転載。
34『自由民報第六十八号』1949年2月27日
35『八重山タイムス』1949年2月13日、2月19日
36『海南時報第』1949年２月17日
37 占領下沖縄における教員養成のシステムについては、玉
城嗣久（1987）『沖縄占領教育政策とアメリカの公教育』
東信堂に詳しい。
38『自由民報』第五十七号、1949年１月18日。なお引用文中
の「□」は印刷不鮮明で文字の判読が不能の箇所である。
39『自由民報』第六十五号、社説「教員の質の向上」、1949
年2月17日
40『自由民報』第六十六号、1949年2月21日
41『自由民報』第六十八号、1949年2月27日
42 糸数用著（1948）「八重山教育の方向」『新世代』第一巻
第一号、p.15。森田次郎「ペスタロツチの教育思想に就
て」『新世代』第一巻第二号。第二号発刊は三月一五日と
なっているが、この記事には二月三日の日付が記されて
いることから、ペスタロッチ祭に先駆けて執筆され、何
らかの形で教育会会員、あるいはペスタロッチ祭参加者
の目に触れたものと考えられる。
43前掲、『記念誌』p.120。
44阿波根（1997）、前掲論文、p.209。
45 婦人新聞については詳細は不明であるが、あとの６紙は
３日に一度のペースで発刊されていた。若い人社発刊の
週刊誌『若い人』第二巻第二号（1950年１月24日発行）
には、圏内で発行されている婦人新聞以外の新聞につい
て、定期発刊日の一覧が掲載されている。確認されてい
る新聞には、八重山タイムス、南西新報、自由民報、海
南時報、先島新報、南琉タイムス、婦人新聞（ただしこ
れは沖縄本島で発行されていたものの可能性が高い）が
あり、また与那国島内でも手書きながら独自の新聞が刊
行されていたことが確認されている。
また新聞の種類が多かったことについては、賛否両論あ
ったこともうかがい知ることが出来る。『八重山文化』通
巻22号（発刊年月日が印刷不鮮明のため未詳。ただし、
平良文太郎をはじめとする寄稿者の顔ぶれから、1948年
９月頃ではないかと推測される。）には、
「ハガキ回答　最近八重山の新聞を読んで」と題された、
雑誌社からハガキで問い合わせて寄せられた回答を掲載
するコーナーが設けられている。その中で、登野城在住
の比嘉政雄は、次のように書き記している。
一、小さな町に新聞が多すぎる
二、せめて二新聞くらいにして紙数をふやし社説をだす
ようにすれば、自然にその内容も充実し、また記者
の選ぶ材題も品位のあるものになって、いわゆる
「いなか新聞」の悪評をあびせかけられなくてすむで
あろう。
『八重山文化（通巻二二号）』p.20より掲載。
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